「俺、この街を出ていくよ。どうやら、ここには俺の居場所はないようだ」という言葉を言い残して、ふらっと私の前から姿を消したのは５年以上前。そんなシュウちゃんが、突然私の前に姿を現したのは〝キング・オブ・ポップ〟マイケルジャクソンが自宅で心肺停止の状態で発見されてから数週間後のことだった。
　「すごいなぁ、見たかジャパンダートダービー（現在のジャパンダートクラシック＝当時は春に行われていた）。距離延長なんて、まったく関係なかったな。強い馬は、やっぱり強いんだ」。呆気に取られている私が口を挟む間もなく、矢継ぎ早に言葉を重ねてくる。
　シュウちゃんを、そこまで興奮させているのは、テスタマッタという米国産馬だった。
　この馬は、のちに米国で３年連続チャンピオンサイアーとなるタピットの初年度産駒で、祖母にメイトロンＳ（米G1・ダート７ハロン）勝馬ウイングズオブジョーヴ、おばにブロードスマイル（米G1バレリーナＨ３着）がいる良血馬。米国の２歳トレーニングセール取引馬だ。その落札価格は６万㌦だったというから、驚くような高額馬ではない。デビュー前から大きな注目を集める存在ではなかったが、京都競馬場芝１６００㍍戦を舞台にしたその初戦は強かった。スタートで出遅れ、ヒヤっとさせたものの最後の直線では狭いところを縫うように進出し、ゴールではのちにシンザン記念を勝つアーリーロブスト、３歳春のニュージーランドトロフィーで２着するティアップゴールドを相手に力でねじ伏せるようにして先頭でゴール板を駆け抜けた。
　当然、関係者の間で夢は大きく膨らんだが、その後は芝路線で４着、７着、10着、12着と尻すぼみのようなレースを続けたため陣営は目標をダートに切り替えた。転機となったのは同期の馬たちが華々しく日本ダービー当日を迎えたその日の３歳馬限定ダート１４００㍍戦。降りしきる雨の中、スタート直後に大きな不利を受けて最後方からの追走となったが、最後の直線で大外に持ち出されると矢のように伸びて先頭ゴールイン。これですっかりと自信を取り戻したのか、続く出石特別（ダート１２００㍍）も強烈な末脚を武器に古馬陣を圧倒。その勢いは８００㍍の距離延長となったジャパンダートダービーという大きな舞台でもまったく輝きを失うことなく、最後の直線では、伸び悩む同馬主の１番人気馬を尻目に鮮やかにゴール板を駆け抜けて世代のダート王となった。
　「１４００㍍で勝ったと思えば、１２００㍍で勝って、そして２０００㍍のナイター戦だ。しかも、３戦すべて違うジョッキー。馬は自分がこれから走る距離なんて分かるわけないから、これはなかなか出来ない芸当だ。凄い馬が出てきたもんだな」
　興奮冷めやらぬ気持ちは分からないではないが、その前に聞きたいこと、言いたいことが山ほどある。
　聞けば、数キロしか離れていない町で、職を転々としながら「自分の居場所」を探してもがき苦しみ暮らしていたという。
　　
　四国地方にある山間の片田舎で生まれたというシュウちゃんが、親の転勤とともにこの街にやってきたのは、たしか小学校高学年の頃だったと思う。スラっと背が高く、運動神経も悪い方ではなかったと記憶しているが、やや内向的な性格なうえに、誰もが迎える反抗期での転校とあって、なかなかクラスに馴染めず、いつも教室の隅に置かれた自分の席で、本を読んでいたような気がする。
　「俺のじいさんはアメリカ人なんだ」
　誰も分かるような嘘は、実は劣等感の裏返し。目立ちたい、会話のきっかけになるようないわゆる「ふり」だという事は、大人になった今なら解るけれど、そんな事は小学生に理解されるはずもなく、似たような他愛もない嘘が繰り返されるたびにクラスメートからの距離は遠くなっていったような気もする。
　地元の高校を卒業し、町内にある会社に就職したものの、２年と持たずにすぐに退社。
そのわずかな経験を生かそうと起業もしたが、現実社会はそんなに甘いものではなく立ちいかない状況となっているのは、風の噂で聞いていた。
　「ここには俺の居場所はない」というセリフは「自分を認めてくれる人がいない」という事なのだろう。
　「だいたい、中央競馬はダートの番組が少なすぎるのだ。ダートの番組がしっかりと組まれていれば、埋もれてしまっている馬の中にも活躍できる馬はたくさんいるはずだ」。もしかしたら、そんな言葉はなかなか結果を出せない自分の対して向けているものだったのかもしれない。
　かつて、と言ってもわずか30年ほど前の１９８３年（昭和58年）まで、中央競馬で行われている古馬のダート重賞は、当時まだ芝コースが存在しなかった札幌競馬場で行われていた「札幌記念」ただ１つだった。
　それが翌84年に「日本の競馬の伝統を尊重しながら世界に通用する強い馬づくりを目指すこと」と銘打たれた競馬番組の大改革によってダート重賞が増設された。この改革の〝目玉〟はそれまで３２００㍍で行われていた秋の天皇賞を２０００㍍に短縮し、またハンデ戦だった安田記念を定量戦に、そしてマイルチャンピオンシップを新設することで、距離体系を改善、確立するというものだったが、その中で、ひっそりとフェブラリーハンデ（現在のフェブラリーＳ）とウインターＳ（現在の東海ステークスの前身。秋に中京競馬場で行われていた）の２つが加えられたのである。また「持ち込み馬（受胎状態で輸入された牝馬が日本で生んだ産駒＝代表的なものとしてマルゼンスキー）」を内国産馬として取り扱うと同時に、外国産馬が出走できる競走の割合を10％から15％まで広げることなどが決められた。文字どおりの大改革である。
　それをきっかけに徐々にダート番組が増え現在（２００９年当時）には、オールエイジのダート重賞が12まで増設されたほか、中央競馬と地方競馬の交流が盛んになってダートを得意とする馬たちにとって活躍の場が広まった。
　これら改革によってバトルラインやゴールドティアラ、サウスヴィグラスといったダート馬に活躍の馬が与えられていったが、04年のカフェオリンポス以来５年ぶり２頭目としてジャパンダートダービーの歴史に名を刻んだテスタマッタもまた、そんな番組改革から生まれたニュースター候補の１頭だった。
　しかし、それからのテスタマッタは馬自身のパワーアップと比例するように燃えすぎる気性が表面化し、国内外の名手たちを手こずらせるようなレースを続けてしまう。
　浦和記念３着、川崎記念３着。スタートもあまり上手ではなさそうだが、それ以上にゲートから気合を入れると、そのまま一気にトップスピードで暴走しかねないような雰囲気が陣営を悩ませている。
　「こんなはずじゃない。誰か、馬にゴール板の位置を教えてやってくれ」とシュウちゃんは悔しさをにじませるが、私には、馬はゴール板の位置を分かっているような気がする。なぜならば、コーナーを４回以上まわるレースで、この馬に騎乗した名手たちは、１周目の直線入り口からゴール板を通り過ぎるまでに最も神経を張り巡らせているように見えるから。
　ワンターンコースなら、と挑んだフェブラリーステークスも２着。ここでも勝ったのは先行力を武器に快進撃を続けていたエスポワールシチーだった。シュウちゃんの口数が極端に減り、そして次第にその姿を見かける回数が減っていったのも、この頃だ。　
　「もう少し、器用な生き方ができないものかねぇ」という、どこからともなく聞こえてきた周囲の声がどこに向けられていたものかは不明だが、人生と同じで、競走馬のピークは短い。何とか、今のうちにもう１つ勝たせてあげたいよねぇという気持ちは理解できるが、そんな無邪気でやんちゃな部分はテスタマッタが持つ魅力のひとつでもある。
　そんなテスタマッタのレースぶりに、少しだけ、ホンの少しだけ変化が見え始めたのは５歳になった頃だった。行きたがる気性はそのままだが、前に壁を作ることが出来れば、以前ほど抵抗することなく我慢が出来るようになり、折り合えば小回りコースでもロングスパートに結びつけることが出来るようになってきた。ジャパンダートダービー以来、１年と９か月ぶりに勝利したマーチＳなどは、苦労に苦労を重ねてきた関係者たちの努力の成果以外なにものでもないように見え、そしてその年の東京大賞典では勝ったスマートファルコンに食らいつくように先行して新しい1面を見せた。
　そして迎えた第29回フェブラリーＳ。前に壁を作りにくい大外16番枠からのスタートだったが、ジャパンダートダービーでもコンビを組んだ岩田騎手がギリギリのところで最後の直線まで我慢させると、まるで何かの呪縛から解き放たれたかのように伸びて、悲願ともいえるＪＲＡG1ウイナーの仲間入りを果たしている。２着は前走の根岸Ｓで後塵を拝したシルクフォーチュンで、３着にはこれまで何度も煮え湯を飲まされ続けた同世代のワンダーアキュート。１度は頂点に立ちながらも、その後は何度も脇役の座に甘んじてきたテスタマッタが再び主役の座に返り咲いた瞬間だった。
　私は、ふとシュウちゃんのことを思い出した。
　居場所を与えられることは幸せな事だと思うが、居場所を探し続ける人生も悪くないかもしれない。結論を言えば、その後もテスタマッタは優等生になることなく個性派として活躍を続け、現役引退後は韓国で種牡馬となって韓国２冠馬や同オークス馬などを送り出したという。そんなテスタマッタを、今シュウちゃんは、どう思うのだろうか。
